
がん細胞に特徴的な分子を認識し、効果を現す薬剤です。

正常な細胞への影響は従来の抗がん剤と比較し少ないですが、個々の薬剤に特徴的な副作

用が現れます。

前回の来院から本日までの体調の変化を振り返りをしましょう。

日付：令和 年 月 日 ID： 氏名：

分子標的薬で治療中の方への問診票

息切れ、息苦しさ、咳が出る、といった症状がありますか？
□ある → いつからですか？（ ）
□ない

口腔内が痛い、ヒリヒリする、口内炎ができた、といった症状がありますか？
□ある → いつからですか？（ ）
□ない

下痢、便に血が混じる、お腹の痛みがある、といった症状がありますか？
□ある → いつからですか？（ ）
□ない

尿の色が変わった、泡立ちが強くなった、といった症状がありますか？
□ある → いつからですか？（ ）
□ない

顔にニキビ様の発疹ができたり、体の広い範囲に発疹ができた、といった症状がありますか？
□ある → いつからですか？（ ）
□ない

爪の周りが腫れたり、痛かったりする、といった症状がありますか？
□ある → いつからですか？（ ）
□ない

手や足に違和感を覚える、皮がめくれる、角質が厚くなる、といった症状がありますか？
□ある → いつからですか？（ ）
□ない

治療を開始してから血圧が上がった、といった症状がありますか？
□ある → いつからですか？（ ）
□ない

その他の症状や、気になることがあればお書きください

一宮西病院 薬剤科


